
幸手傾聴ボランティア・ピース 定例会レジメ 

2022年 5月度 定例会    

日 時  5月 23日（月） 13：30～ 

 会 場  ウェルス幸手（第 1会議室） 

司 会    Ｓ 

1．定例会  

  1）連絡事項・活動報告  

2）タッピングタッチ（Ⅿ先生）（第 1会議室） 

2．今後の予定 

  1) 6／20（月）ピアサポート（Ｓさん） 

  2) 7／11（月）健康増進課 出前講座 

  3) 8／22（月）バザー お茶会 

3．お知らせ 

  1) 5／9 （月）社協ボランティア代表者会議（Ｓ） 

  2) 6／17 （金）社協ふれあいバスの旅のボランティア（筑波山）・・・Ｋさん、Ｓさん 

◎4 月度議事録 

  1) 4月度定例会参加者 18名 

  2) 第 15回通常総会 

    ・総会において、今年度より会則第 5 条 副会長 1 名 書記 1名に改正する 

※今月のことば 「一目でわかる傾聴ボランティア」より 

 ◎ロールプレイとは？ 

 ・ロール（役割）、プレイ（演技）、日本語で言うと「役割演技」という意味です。 

 ・主として、話し手、聴き手をまず決め、それぞれの役を演じます。そして、その演技は、通

常、他の人たちが見ている前で行います。 

 ・話し手は、あらかじめ用意されたシナリオに従い自分以外の人になり切ります。そして、そ

の人の話したいことや、抱えている悩みを聴き手に聴いてもらうのです。 

 ・聴き手は、そのシナリオの主人公を演じている話し手の話を「傾聴」の姿勢で聴くことが重

要になります。 

 ・聴き手は、話し手の抱えている悩みを、受容的、共感的に聴き、丸ごと受け止めながら、会

話を進めます。「それで…」「そうなんですか」等。 

 ・二人の演技を見ているほかの人たちは、観察者（オブザーバー）としての役割があります。 

 ・一つのロールプレイが終わった後、まず、聴き手が、傾聴的にうまく聴けたかどうか、自分

自身の感想を言います。 

 ・観察者は、そのロールプレイについて、感想を述べます。特に聴き手について、よかった点

や気になった点などを伝えます。これを「フィードバッグ」（振り返り）といいます。 

 ・さらに話し手が聴き手に聴いてもらった感想を言います。 

 ・そこで出された意見は、参加者全員にとって、傾聴についての学びになっていくのです。 

 ・フィードバックは、ロールプレイの中で、特に大事なものです。 

 ・ロールプレイの際、聴き手役は夢中になっているため、自分がどんな対応をしたのかよく覚

えていないことがあります。 

 ・その場合、他社から客観的に自分の「聴き癖」などについて、指摘してもらうことは、大き

な気づきになります。 

 ・フィードバックは、「よかった、悪かった」と相対的に感想を言うのではなく、具体的にポ

イントを押さえて指摘することが大事です。 


